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                         別 紙 
 
２０２１年「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト１０」候補（概要） 
 

三重県議会の活動ベスト１０候補をリストアップしました。それぞれの内容は以下

のとおりですので、皆さんの選定の参考にしてください。 

 

                             

～開かれた議会運営の実現～ 
 
 

５月 ① 県議会新体制発足《３年目の議会活動をスタート》 

５月１８日に正副議長選挙を行い、第 111 代

議長に青木謙順議員（自由民主党県議団、津市選

出）、第 115 代副議長に稲垣昭義議員（新政みえ、

四日市市選出）を選出しました。また、７つの常

任委員会、特別委員会および議会運営委員会の正

副委員長や委員などの選出も行い、県議会の新体制

が発足しました。 

なお、６月３０日に自由民主党県議団と自民党が

解散し、７月１日に自由民主党を結成しました。 

 

【会派構成（６会派）】（令和３年９月３０日現在） 

新政みえ２１人、自由民主党２０人、 

草莽
そうもう

６人、公明党２人、日本共産党１人、 

草の根運動いが１人 

 

 

 
 

 

議長選挙 
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～住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進～ 
 

２月～ 
② 新型コロナウイルス感染症への対応 

《国に意見書提出、補正予算を先議など》 

令和３年６月定例月会議において、新型コロナウ

イルスへの対応に関する意見書を全会一致で可決

し、議長から国関係機関等に提出しました。 

２月、６月、９月定例月会議のほか、１月、５月、

８月、９月には緊急会議を開催し、全員協議会にお

いて随時県当局の対策等を確認しながら、提出され

た新型コロナウイルス感染症に関する関連補正予

算１４件を迅速に審議・可決しました。 

なお、２月、６月、９月定例月会議では、感染拡

大防止に向けた取り組みを速やかに実行できるよ

う関連補正予算の先議を行いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月 ③ 「令和３年版成果レポート」に関し申し入れ《全常任委員長から知事へ》 

８月２日、予算決算常任委員長および各行政部門

別常任委員長から知事に対し、「令和３年版成果レポ

ート」に基づく今後の「県政運営」等について申し

入れを行いました。 

「成果レポート」とは、前年度の県政の取り組み

を評価する中で明らかになった成果と課題、翌年度

の改善方向などを取りまとめた年次報告書のことです。  

 

《申し入れの主な内容》 

①新型コロナウイルス感染症への対応について 

新型コロナウイルス感染症対策のさらなる強化を

実施するとともに、これまで各部局で実施された新

型コロナウイルス感染症対策の総括にも取り組むこと。  

②財政運営について 

経常的な支出の抑制、多様な歳入確保策の推進を

図るなど、今後も引き続き財政健全化の取り組みを

行うとともに、緊急な対策が必要となる状況に対し

て、的確かつ迅速に対応していける財政運営に取り

組むこと。 

 
 

 

 
 

知事への申し入れ 

 

新型コロナウイルスに関する 

補正予算可決 
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９月 
④ 新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けたメッセージ 

《正副議長から県民の皆さまへ》 

９月１３日、新型コロナウイルス感染症拡大防止

に向けた正副議長から県民の皆さまへのメッセージ

を三重県議会ホームページや三重県議会Ｆａｃｅｂ

ｏｏｋで配信しました。 

 このメッセージでは、新規感染者数は減少傾向にあ

るものの、医療提供体制は厳しい状況にあるため、

不要不急の外出自粛など感染防止対策の徹底をお願

いするとともに、偏見や差別につながる行為、人権

侵害、誹謗中傷等を行わないよう呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージの配信 
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～独自の政策提言と政策立案の強化～ 
 

１月～ 
⑤ 「差別解消を目指す条例検討調査特別委員会」で検討を継続 

《さまざまな差別の解消に向け、条例案素案の検討などを実施》 

さまざまな差別の解消に向け、既存の条例との整

合を図りながら、新たな条例制定も視野に入れ、調

査・検討を行うため、令和２年５月に「差別解消を

目指す条例検討調査特別委員会」を設置しました。 

令和２年に実施した調査や参考人招致を踏まえ、

本年は１０月までに１６回会議を開催し、差別解消

に向けた課題等に係る各委員の意見の整理、差別解

消に向けた条例の在り方の方向性等に係る委員間討

議、条例案素案の検討等を実施しました。 

引き続き、条例案の策定に向けて取り組んでいき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 
⑥議員提出条例として「三重の木づかい条例」を可決 

《木材利用を推進するための県の取り組みなどを定める》 

三重県産材の利用を促進していくための条例の制

定に向けて調査および検討を行うため、令和２年１

月に「三重県産材利用促進に関する条例検討会」を

設置しました。 

木材利用に関わる関係者からの聴き取りや県内調

査などを踏まえて検討を進め、本年３月に条例案を

提出し、同月に「三重の木づかい条例」が可決・成

立しました。 

条例では、県産材の利用を最も優先することを掲

げ、木材利用の推進に関して、基本理念や関係主体

の責務、県の取り組みなどについて定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本会議において議案説明 

 

委員間討議 
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５月 
⑦ 「花や木で健やかな三重をつくる条例策定調査特別委員会」を設置 

《意欲的に県内調査などを実施》 

  

 

 

 

県内調査 

アフターコロナを見通し、花や木で美しい三重の

まちづくりを進めていくこと等により、心身ともに

健やかな県民の暮らしを実現するための条例の策定

に向けて、５月に「花や木で健やかな三重をつくる

条例策定調査特別委員会」を設置しました。 

１０月までに４回会議を開催し、県の関係部局か

らの花や木に関する県の取り組みについての聴き取

りや４人の参考人招致を行ったほか、県内調査を実

施し、市民の方々と協働した花に関する取り組み等

について調査しました。 

引き続き、条例案の策定に向けて取り組んでいき

ます。 
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～分権時代を切り開く交流・連携の推進～ 
 

７月 
⑧ 三重県で「紀伊半島三県議会交流会議」を開催 

《共通課題について国へ要望》 

７月２１日、三重県多気郡大台町において、三重

県、奈良県、和歌山県の三県議会による「第１５回

紀伊半島三県議会交流会議」を開催しました。 

会議では、「ワーケーションの推進」と「紀伊半島

アンカールートの整備促進による国土強靱化及び地

方創生の推進」、「公共事業における木材の活用」に

ついて意見交換が行われ、制度の拡充や必要となる

財源の確保等について三県が連携し、国に対して要

望していくことが合意されました。 

会議の後に取りまとめた三県議会議長の連名によ

る要望書は、８月に国に提出しました。 

 

 

 
 

紀伊半島三県議会交流会議 
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～議員報酬、政務活動費及び選挙など～ 
 

１月～６月 ⑨ 政務活動費の減額《４５％減額》 

 新型コロナウイルス感染症対策の推進に資する

ため、政務活動費を減額しました。 

その内容は、令和元年５月から令和５年４月まで

の間、既に３０％減額しているところに加えて、令

和２年７月から令和３年６月までの間、更に１５％

減額を上乗せし、計４５％減額するものです。 

この政務活動費の減額は、令和２年６月３０日、

議員提出議案として本会議に提出し、同日可決しま

した。 

 

 

 

５月 

⑩ 「三重県議会の議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき

議員の数に関する条例の一部を改正する条例」の可決 

《現在の定数５１人から４８人に》 

令和２年１０月に提出された「選挙区及

び定数に関する在り方調査会」の報告書等

を踏まえ、地域間の均衡を考慮しつつ、県

内の各選挙区間における一票の格差の是正

等を図るため、本年４月に議員提出議案と

して「三重県議会の議員の定数並びに選挙

区及び各選挙区において選挙すべき議員の

数に関する条例の一部を改正する条例案」

を提出し、５月１１日、可決しました。 

改正内容については次のとおりです。 

〇定数を 51人から 48人とする 

〇伊勢市選挙区と鳥羽市選挙区を合区し、

伊勢市・鳥羽市選挙区とする（定数４人） 

〇尾鷲市・北牟婁郡選挙区と熊野市・南牟

婁郡選挙区を合区し、東紀州選挙区とす

る（定数３人） 

〇伊賀市選挙区の定数を３人から２人とする 

なお、この条例は、次の一般選挙から施行

することとしています。 

 

 

 
出典：みえ県議会新聞 

   令和３年度（2021 年度）NO.1  

制作：伊勢新聞社 
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９月 
⑪ 県議会議員桑名市・桑名郡選挙区補欠選挙（欠員１）の実施 

《５１人目の県議会議員が誕生》 

桑名市・桑名郡選挙区補欠選挙（欠員１）が実施さ

れました。その結果、倉本崇弘議員が５１人目の県議

会議員として誕生し、会派は草莽
そうもう

に所属することとな

りました。 

  

 

本会議において議案説明 
 

新議員の初登庁 
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～その他～ 
 

２月 
⑫ 「大規模地震対応マニュアル」に基づく訓練の実施 

《大規模災害時のメールによる安否報告訓練》 

２月１２日、大規模地震対応マニュアルに基づき、

災害発生時に議員や事務局職員がとるべき行動、役

割等を確認することを目的に「大規模地震対応訓練」

を実施しました。 

訓練は、本会議休会中に三重県南東沖を震源とす

る南海トラフ地震（三重県内最大震度７）が発生し

たという想定のもと、議員から議会事務局へメール

により安否を報告する訓練を行うとともに、マニュ

アルに基づき、地震発生から７２時間経過後最初に

到来する午後１時という想定で災害対策会議の開催

訓練を行いました。 

議会独自で行う災害訓練としては令和２年１月の

訓練に続き２回目の取り組みでした。 

 

 

 

 

 

３月 
⑬ 三重県茶業会議所と共催で「おいしい伊勢茶の淹れ方教室」を開催 

 《伊勢茶の魅力を発信》 

３月５日、伊勢茶の振興に寄与するため、三重県議

会議事堂１階エントランスホールにおいて、議会と三

重県茶業会議所が共催で「おいしい伊勢茶の淹れ方教

室」を開催しました。 

おいしい伊勢茶の淹れ方を学ぶとともに、飯南高校

美術部の生徒によるお茶ラテのラテアートの実演を

通じて新たな伊勢茶の楽しみ方を知るなど、伊勢茶の

魅力を再確認しました。 

なお、県の緊急警戒宣言発令中でもあり、検温や消

毒など、新型コロナウイルス感染症に関する感染防止

対策を徹底した上での開催となりました。 

 

 

 

 
  

メールによる安否報告訓練 

高校生によるお茶ラテアートの実演 
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３月 
⑭ 「スマート議会の在り方検討プロジェクト会議」を設置 

《議会のスマート化に向け、検討を始める》 

３月３１日、議会のスマート化について検討するた

め、議会改革推進会議役員会において「スマート議会

の在り方検討プロジェクト会議」を設置しました。 

１０月までに６回会議を開催し、「三重県議会貸与

タブレット型端末機使用基準」をはじめとしたタブレ

ットの運用について検討を行ったほか、実際にＷｅｂ

形式で会議を開催して課題を検証するなど、議会のス

マート化に向けて検討を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３月 ⑮ 全議員にタブレットを配付《タブレット勉強会を実施》 

３月２３日、議会のスマート化に資するため全議

員にタブレット端末を配付しました。 

なお、７月１３日には、全ての議員がタブレット

を活用できるよう「議会改革推進会議」が主催とな

り、議員向けに操作説明会を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｗｅｂ会議 

タブレット操作説明会 
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６月 
⑯ 「三重県議会議員の政治倫理に関する検討プロジェクト会議」を設置 

《三重県議会議員の政治倫理に関する検討を始める》 

６月２８日、三重県議会議員の政治倫理に関する

検討を行うため、議会改革推進会議役員会において

「三重県議会議員の政治倫理に関する検討プロジェ

クト会議」を設置しました。 

１０月までに３回会議を開催し、議員による SNS

上での書込みに関する代表者会議での議論の経緯や

他県議会の状況等を共有し、三重県議会議員の政治

倫理に関する条例の運用に向けての検討を行ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６月 
⑰ 「議員選出監査委員の在り方」及び「議長・副議長の在任期間」について

議会改革推進会議で検討《各会派の意見をもとに検討中》 

議会改革推進会議では、「議員選出監査委員の在り

方」および「議長・副議長の在任期間」について検討

しています。 

「議員選出監査委員の在り方」については、現在監

査委員４名のうち、議員選出監査委員２名を選任して

いますが、地方自治法で議員選出監査委員を置かない

ことができることから、今後の在り方について各会派

の意見をもとに検討することになりました。 

また、「議長・副議長の在任期間」については、近

年、申し合わせ事項と実際の運用に齟齬が生じている

ため、改めて、これまでの在任期間検討の経緯等を確

認するとともに、各会派の意見を集約し、検討を行う

こととしました。 

 

 

 

三重県議会議員の政治倫理に 

関する検討プロジェクト会議 

 

 

議会改革推進会議役員会 
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１月～ 
⑱ 新型コロナウイルス感染症等に対応するため緊急会議を７回開催 

《補正予算を可決》 

新型コロナウイルス感染症等に対応するため、１月

２９日から９月２２日にかけて緊急会議を７回開催

しました。 

新型コロナウイルス感染症への対応では、医療提供

体制の整備や事業者への時短要請等に伴う協力金等

に関する補正予算（累計約４３０億円）を審議・可決

しました。 

また、５月の第２回緊急会議では、豚熱の防疫措置

等に関する補正予算（約７億円）を審議・可決すると

ともに、８月の第５回緊急会議では、三重県知事選挙

等の実施に関する補正予算（約９億円）を審議・可決

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第７回緊急会議 


